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ことを示している。この項目は先行研究（相良ら，2019 など）と同一である。
　2 つめは，調査対象者の自尊感情を測定するための 30 項目である。今回は自尊感情尺








































































































　具体的には，2019 年 7 月の「教育実習の研究」授業時に履修者に対し調査の説明がな
され，実習が前期中に終了する場合は 2019 年 8 月末までに，実習が後期になる場合は実
習終了後 2 週間以内に，アンケートに回答して提出するように求めた。最終的に 164 名が




査対象とした 153 名を総合評価で分類すると，Ａ評価が 94 名，Ｂ評価が 54 名，Ｃ評価が

























A1：評価的側面 18.52 （3.11） 18.22 （3.41） 15.20 （5.02）
A2：受容的側面 14.46 （3.79） 14.61 （4.09） 14.20 （4.55）
A：RSES合計点 32.98 （6.36） 32.83 （6.99） 29.40 （8.50）
自己好意性／自己有能感尺度（SLCS）
B1：自己有能感 31.81 （6.06） 30.50 （6.82） 25.00 （6.96）
B2：自己好意性 32.37 （7.31） 31.52 （7.24） 26.60 （5.18）














































A1：評価的側面 .186* .188* .220** .162* .262** .253** .299** .313** .346** .331**
A2：受容的側面 .074 .130 .088 .012 .067 .089 .152 .104 .213** .168*
A：RSES 合計点 .136 .170* .161* .087 .170* .178* .238** .217** .298** .264**
自己好意性／自己有能感尺度（SLCS）
B1：自己有能感 .222** .255** .235** .152 .280** .294** .343** .272** .350** .330**
B2：自己好意性 .182* .207* .191* .145 .191* .132 .228** .239** .310** .269**
B：SLCS 合計点 .221** .253** .233** .163* .257** .229** .311** .281** .362** .328**
*p<.05,**p<.01
―28―
千葉商大紀要　第 57 巻　第 3号（2020 年 3 月）
　最後に，教員採用試験合格者とそれ以外の比較を表 5 に示した。今回調査対象とした




外し，Ａ評価（合格者 18 名／それ以外 76 名；合格率 19.1％）とＢ評価（合格者 3 名／そ












Ａ評価 18 （11.8%） 76 （49.7%） 94 （61.4%）
Ｂ評価  3 （ 2.0%） 51 （33.3%） 54 （35.3%）
Ｃ評価  1 （ 0.7%）  4 （ 2.6%） 5 （3.3%）
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【抄　録】
　これまでの一連の研究から，教育実習において実習生が感じる困難さの背後に，自己有
能感と自己受容性に代表される自尊感情の問題があることが示されている。本研究では，
新たに今年度教育実習を終了した実習生 164 名を対象とし，自尊感情尺度（Rosenberg，
1965；Tafarodietal.，1995）と，実習に関する自己評価および他者評価（実習校から得
られた成績評価），そして教員採用試験の合否結果との関係について検討を行った。その
結果，自己有能感と自己受容性の両面が教育実習の多くの場面で良い評価につながりやす
いことが示された。これを受け，今後の大学の教員養成課程においてどのような事前・事
後指導を行うべきなのか検討を行った。
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相良麻里・相良陽一郎：教育実習に関する効果的な事前・事後教育の検討
